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第 1 章: 作業の開始

次のセクションでは、Stratus One View コンソールおよびeverRun ディザスタ リカバリ (DR) 環境を

手早くセット アップして操作を開始する方法について説明します。

l One View および DR 環境の概要については、1 ページの「One View と DR の概要 」を参照し

てください。

l 要件およびサポートされる構成については、2 ページの「One View と DR の要件 」を参照して

ください。

l One View およびディザスタ リカバリ環境のインストールについては、4 ページの「One View

をインストールして VM の DR による保護を有効化する 」を参照してください。

l DR サイトをテストするには、10 ページの「DR サイトをテストする 」を参照してください。

One View と DR の概要

以下に One View および DR 環境の重要な機能についての概要を示します。

l DR による保護機能では、デュプレクス構成のプライマリ everRun システムで稼働している仮想

マシン (VM) のスナップショットを定期的に作成して、これらのスナップショットをシンプレッ

クス構成の DR everRun システムに転送します。これにより、VM とそのデータ ボリュームの最

近のコピーが DR サイトで常に利用できるようになります。詳細については、 「ディザスタ リカ

バリ の概要」(「Stratus One ViewコンソールとeverRunディザスタリカバリユーザガイ

ド」) を参照してください。

l プライマリ システムで障害が発生した場合や、計画的なシャットダウンを実行する必要がある場
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合には、DR システム上にある VM スナップショットからその VM を手動で起動できます。詳細

については、 「DR VM への計画外のフェールオーバーを行う」( Stratus One Viewコンソール

とeverRunディザスタリカバリユーザガイド) を参照してください。

注: everRun の SplitSite 機能とは異なり、一番最近のスナップショットを使用して

バックアップ VM がブートされるため、DR VM へのフェールオーバー時にデータが失

われる可能性があります。ただし、DR で必要とされる帯域幅は、 everRun SplitSite

機能の要件よりも大幅に低くなっています。

l DR による保護を有効化する場合、保持するスナップショットの数と、スナップショットの頻度

を決定するリカバリ ポイント間隔 (RPO) の値を指定する必要があります。RPO によって、VM

から失われる可能性のあるデータの最大許容期間が指定されます。RPO の定義については、

「ディザスタ リカバリ用語集」( Stratus One ViewコンソールとeverRunディザスタリカバ

リユーザガイド) を参照してください。RPO の最小値および推奨設定については、 「One View

とディザスタ リカバリの考慮事項と要件」( Stratus One ViewコンソールとeverRunディザス

タリカバリユーザガイド) を参照してください。

l DR の構成と制御は One View コンソールから行います。

l One View コンソールは、Stratus が提供する "仮想アプライアンス" である One View アプライ

アンスによってホストされる、Web ベースのインタフェースです。このアプライアンスは

CentOS ベースのゲストで、Stratus One View ソフトウェアがプリロードされています。

l One View アプライアンスは everRun システム、Avance システム、または VirtualBox システ

ムの上で稼働します。 One View アプライアンスのシステム要件については、 「One View シス

テム要件」( Stratus One ViewコンソールとeverRunディザスタリカバリユーザガイド) を

参照してください。One View アプライアンスは DR サイトまたは第 3 のサイトにインストール

しなければなりません。詳細については、 「One View とディザスタ リカバリの考慮事項と要

件」( Stratus One ViewコンソールとeverRunディザスタリカバリユーザガイド) を参照し

てください。

One View と DR の要件

以下に One View および DR の要件の概要を示します。

l DR には、実稼働環境で VM を実行するプライマリ システムと、VM のバックアップ コピーが保

管されるリモートの DR システムの 2 つの everRun システムが必要とされます。
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One View と DR の要件

l DR 機能を使用するには個別のライセンスが必要です。DR 機能を購入すると、以下の必要な 2

つのライセンスが提供されます。詳細については、 「ディザスタ リカバリのライセンス」( 

Stratus One ViewコンソールとeverRunディザスタリカバリユーザガイド) を参照してくだ

さい。

n プライマリ everRun システム用に DR が有効にされた everRun ライセンス (DR 以外の

everRun ライセンスがある場合、これを更新して DR のサポートを追加する必要があり

ます)。

注: インターネットに接続していて Stratus ライセンス サーバにアクセスでき

る場合、お使いの everRun ライセンスをインターネット経由で更新し、DR の

サポートを追加することができます。DR 以外の everRun システムに手動で適

用できる、DR が有効にされた更新済みの everRun ライセンスも、記録された

エンド ユーザに送信されます。

n シンプレックス構成の DR システム用に DR が有効にされた、シンプレックス構成

everRun ライセンス。

l プライマリ システムは標準のデュプレクス構成 everRun システムでなければなりません。DR

を有効にするには、VM を含むディスクに、作成する VM ボリュームのサイズの約 3.5 倍の容量

が必要です。実際に必要なストレージ容量は、VM ディスクのアクティビティ レベル、およびス

ナップショットの作成頻度によって異なります。詳細については、 「ディスク容量の使用と保

持」( Stratus One ViewコンソールとeverRunディザスタリカバリユーザガイド) を参照し

てください。

l DR システムは標準のシンプレックス構成 everRun システムでなければなりません。ハードウェ

アはプライマリ システムと完全に一致する必要はありませんが、DR で保護された VM を実行

し、これらの VM 用の everRun オーバーヘッドをカバーできるだけの十分なコア数、メモリ、

およびネットワークが必要です。詳細については、「仮想マシンの推奨事項と制限」( everRun

ユーザガイド ) を参照してください。DR を有効にするには、VM を含むディスクに、作成する

VM ボリュームのサイズの約 3.5 倍の容量が必要です。実際に必要なストレージ容量は、VM

ディスクのアクティビティ レベル、およびスナップショットの作成頻度によって異なります。詳

細については、 「ディスク容量の使用と保持」( Stratus One ViewコンソールとeverRunディ

ザスタリカバリユーザガイド) を参照してください。
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l プライマリ システムと DR システム間の同期のトラフィックは管理リンクによって処理されま

す。DR は、プライマリ システムと DR システム間で WAN 帯域幅 (通常は毎秒 100MB 未満) を

使用できるように設計されています。プライマリ システムと DR システム間の帯域幅が大きいほ

ど、設定可能な RPO 値は小さくなります。

l 1 対 1 のディザスタ リカバリ構成のみがサポートされています。everRun システムの DR で保

護されたすべての VM は、DR サイトにある同じ everRun システム上で保護されていなければな

りません。DR サイト システムは、それとは別の 1 つの everRun システムからの VM のみを保

護できます。

l DR 保護された VM、ボリューム、および保持するスナップショットの最大許可数についての重

要な情報は、 「One View とディザスタ リカバリの考慮事項と要件」( Stratus One Viewコン

ソールとeverRunディザスタリカバリユーザガイド) を参照してください。

One View をインストールして VM の DR による保護を有効化する

One View をインストールして VM の DR による保護を有効化するには

1. デュプレクス構成のプライマリ everRun システムをインストールして、そのシステム上に新し

い VM を作成します。詳細については、『everRunクイックスタートガイド』を参照してくだ

さい。

2. DR 用 everRun システムをインストールします。DR システムは通常リモートの場所に設置さ

れ、シンプレックス構成のシステム (物理マシン 1 台のみのシステム) だけを使用できます。

シンプレックス構成のシステムのインストール手順は、デュプレクス構成システムのインストー

ル手順に似ています。ただし、シンプレックス構成ではインストールを 1 台の PM のみで行い、

Stratus から特殊なシンプレックス構成ライセンスを入手する必要がある点で異なります。イン

ストール手順については、『everRunクイックスタートガイド』を参照してください。

3. One View ソフトウェアをインストールしてセット アップします。詳細については、 「Stratus

One View コンソールをインストールする」( Stratus One ViewコンソールとeverRunディザ

スタリカバリユーザガイド) を参照してください。ソフトウェアは DR サイトまたは第 3 のサイ

トにインストールしなければなりません。One View アプライアンスを DR everRun システム上

にインストールする構成も可能です。次の手順を実行します。

a. インストール用にサイトとシステムを準備します。以下を参照してください。

o One View システム要件 (「Stratus One ViewコンソールとeverRunディザスタ

リカバリユーザガイド」)

4/11 ページ

http://oneviewdoc.stratus.com/2.0.0.0/en-us/Default.htm#Help/P04_Support/C02_ConsidReqs/R_ConsidsReqs.htm
http://everrundoc.stratus.com/7.3.0.0/en-us/Default.htm#Help/P03_QSG/T_QuickStartGuide_7_3_0_0.htm
http://everrundoc.stratus.com/7.3.0.0/en-us/Default.htm#Help/P03_QSG/T_QuickStartGuide_7_3_0_0.htm
http://oneviewdoc.stratus.com/2.0.0.0/en-us/Default.htm#Help/P02_OV_Users/C03_InstallOV/N_InstallOV.htm
http://oneviewdoc.stratus.com/2.0.0.0/en-us/Default.htm#Help/P02_OV_Users/C03_InstallOV/N_InstallOV.htm
http://oneviewdoc.stratus.com/2.0.0.0/en-us/Default.htm#Help/P02_OV_Users/C03_InstallOV/R_SysReqs.htm


One View をインストールして VM の DR による保護を有効化する

One View アプライアンスをホストする everRun またはその他のシステムの要件

について説明しています。

o 「Web ブラウザの要件」(「Stratus One ViewコンソールとeverRunディザス

タリカバリユーザガイド」)

One View コンソールを実行する管理システム上の Web ブラウザの要件について

説明しています。

b. One View アプライアンスを展開します。

i. One View OVF および VHD ファイルを、 everRun ダウンロードとサポートペー

ジ (http://www.stratus.com/go/support/everrun) から管理 PC にダウンロー

ドします。

ii. everRun 可用性コンソールを使用して everRun システムにログオンします。

iii. [仮想マシン]ページで、[インポート/リストア]をクリックしてインポート ウィ

ザードを開きます。

iv. 必要な Java™ プラグインを Web ブラウザに読み込むプロンプトが表示された場

合、読み込みを許可します。詳細については、everRun 可用性コンソールのオン

ライン ヘルプおよび Java のマニュアルを参照してください。

v. [参照]をクリックします。ファイル ブラウザで管理 PC からインポートする One

View.ovfファイルを選択し、[インポート]をクリックします。

vi. [インポート]と [リストア]のどちらかを選択するプロンプトが表示された場合、

[インポート]をクリックして VM の新しいインスタンスを作成します。

vii. インポート サマリの内容を確認します。オプションで、インポート後に One View

アプライアンスを起動しないよう指定するには、[インポート後に仮想マシンを自

動的に起動]チェック ボックスをオフにします。

注: Stratus 認定サービス業者から特に指示を受けた場合を除き、One

View アプライアンスのデフォルトのリソース設定は変更しないでくだ

さい。

viii. [インポート]をクリックして、One View アプライアンスのインポートを開始しま

す。転送が完了したら [完了]をクリックしてインポート ウィザードを閉じます。
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c. One View コンソールの初期 IP アドレスを取得します。

i. everRun 可用性コンソールで、[仮想マシン]ページを開きます。

ii. One View VM を選択し、必要な場合は [起動]をクリックして VM を起動します。

VM が稼働状態になるのを待ちます。

iii. [コンソール]をクリックして One View VM コンソール ウィンドウを開きます。

iv. [ログイン]プロンプトで、「root」ユーザとしてデフォルトのパスワード

「admin」を使って VM にログオンします。

v. コマンド プロンプトで「multisite network --display」を実行し

て、出力された IP アドレスを記録します。

vi. 「exit」と入力して Enterキーを押し、コンソールからログアウトします。

d. One View コンソールへの初回ログオンを実行して、初期の設定を構成します。

i. リモートの管理システムで、Web ブラウザを開いて One View コンソールの初期

IP アドレスを入力します。詳細については、 「Stratus One View コンソールの初

期 IP アドレスを取得する」( Stratus One ViewコンソールとeverRunディザス

タリカバリユーザガイド) を参照してください。

ii. Stratus One View コンソール EULA を読み、その内容に同意する場合は [同意す

る]をクリックして操作を続行します。

iii. 最初の管理者アカウントを作成します。[電子メールアドレス]と [パスワード]を

入力し、[パスワードの確認]にパスワードをもう一度入力します。[追加]をク

リックして操作を続行します。

iv. [IP 設定]ページで、One View コンソールのネットワーク設定を構成します。

DHCP アドレスは失われる可能性があり、その場合は One View コンソールでのア

ドレス変更が必要となるので、DHCP ではなく静的 IP アドレスの使用を推奨しま

す。[DHCP を使用する]か [静的 IP 設定を使用する]のどちらかを選択し、次を

行います。

o DHCP (デフォルト設定) を選択した場合、[次へ]をクリックして操作を続

行します。
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o 静的 IP アドレスを選択した場合、ネットワーク管理者から受け取った設定

を指定して、[保存]をクリックします。ページが新しいアドレスから再度

読み込まれます。[次へ]をクリックして操作を続行します。

v. [SMTP 設定]ページで、One View コンソールの SMTP 設定を構成します。[保

存]をクリックし、[次へ]をクリックします。

One View コンソールは確認のリンクをそのユーザの電子メール アドレスに送信す

るため、新しいユーザを作成するには SMTP サーバを指定する必要があります。詳

細については、 「SMTP 設定を管理する」( Stratus One Viewコンソールと

everRunディザスタリカバリユーザガイド) を参照してください。

vi. [バックアップの設定]ページで、One View コンソール設定の定期的なバックアッ

プを有効化するか、既存のバックアップから設定を復元します。手順については、

「Stratus One View コンソールのバックアップを構成する」( Stratus One View

コンソールとeverRunディザスタリカバリユーザガイド) を参照してください。

注意事項: One View バックアップを有効にすると、指定した設定を

One View アプライアンス内のバックアップ ファイルに保存するよう、

One View コンソールが構成されます。One View アプライアンスがク

ラッシュしたり失われた場合に確実にバックアップを利用できるように

するには、このバックアップ ファイルを定期的に別のシステムにコピー

する必要があります。

vii. [完了]をクリックしてウィザードを完了し、One View のログイン ページに戻り

ます。

viii. 前の手順で作成した管理者アカウントを使って One View コンソールにログイン

し、次のインストール後のタスクを実行します。

o  One View コンソールを管理するその他のユーザ アカウントを追加する。詳細に

ついては、 「ユーザを追加する」( Stratus One ViewコンソールとeverRun

ディザスタリカバリユーザガイド) を参照してください。

o  One View コンソールから管理する everRun システムを追加する。詳細について

は、 「One View コンソールにプラットフォームを追加する」( Stratus One View

コンソールとeverRunディザスタリカバリユーザガイド) を参照してください。
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o One View 構成の設定のバックアップをまだ有効にしていない場合、有効化する。

詳細については、 「Stratus One View コンソールのバックアップを構成する」( 

Stratus One ViewコンソールとeverRunディザスタリカバリユーザガイド) を

参照してください。

o セキュリティのため、One View VM のゲスト オペレーティング システムで、

rootおよび adminユーザの新しいパスワードを設定する。

4. One View コンソールに、プライマリ システムと DR システムを追加します。各システムについ

て次の手順を実行します。

システムを登録する

a. everRun 可用性コンソールで、One View コンソールに追加するシステムのアセット ID

を取得します。アセット IDは、マストヘッドのシステム名の下に表示されます。

b. One View コンソールで、マストヘッドの [プラットフォーム]をクリックします。

c. アクション バーの [プラットフォームの登録]をクリックします。

d. [プラットフォームの登録]ダイアログ ボックスで、ステップ a で確認した [アセット

ID]を入力します。

e. [保存]をクリックします。

システムを One Viewコンソールに追加する

a. everRun 可用性コンソールで、[基本設定]ページの [One View] に移動します。

i. 左側のナビゲーション パネルで [基本設定]を選択します。

ii. [基本設定]ページで [リモートサポート]の下の [One View] をクリックします。

b. [基本設定]ページで One View が選択された状態で、[One View の有効化]をクリック

します。

c. [サーバ]ボックスに、コンソールの IP アドレスまたは DNS 名を入力します。

d. [保存]をクリックします。

One View コンソールで、[プラットフォーム]ページに新しいシステムが表示されること

を確認します。

5. 次の手順を行い、プライマリ システムの VM に対してディザスタ リカバリによる保護を有効に

します。詳細については、 「仮想マシンのディザスタ リカバリによる保護を有効化する」
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Stratus One ViewコンソールとeverRunディザスタリカバリユーザガイド) を参照してくだ

さい。

a. [仮想マシン]ページで、保護の対象となる VM (プライマリ VM) をクリックして、その詳

細ページを開きます。

b. VM の詳細ページで、[DR で保護]をクリックして DR ウィザードを開きます。

c. [ディザスタリカバリプラットフォーム]ページで、DR によってプライマリ VM を複製

するシステムを選択し、[次へ]をクリックします。

d. [ディザスタリカバリオプション]ページで、次を行います。

i. [リカバリポイント間隔]を入力します。リカバリ ポイント間隔 (RPO) は、VM か

らデータが失われる可能性のある、許容最長期間です。たとえば、変更データの損

失を 1 時間の範囲に収めるには、ここに 1 時間と指定します。

ii. スナップショットの [保持]の設定を選択します。DR ソフトウェアは、ここに指定

された数のスナップショットのみを保持します。スナップショットが最大数に達す

ると、DR ソフトウェアは新しいスナップショットを作成してから、一番古いス

ナップショットを "統合" (つまりその次に古いスナップショットとマージ) した

後、一番古いスナップショットを削除します。

iii. スナップショット データを圧縮して DR サイトに転送するには、[スナップショッ

トデータのネットワーク転送の圧縮]の隣のチェック ボックスをオンにします。

iv. [次へ]をクリックします。

e. [ディザスタリカバリの VM 名、vCPU、メモリ]ページで、必要な場合は DR VM に使

用する名前とリソース設定を変更し、[次へ]をクリックします。

f. [ディザスタリカバリ VM ボリューム]ページで、複製されるボリュームの一覧を確認

し、[次へ]をクリックします。

g. [ディザスタリカバリ VM のネットワーク]ページで次を行います。

i. 左側のプルダウン メニューで、DR VM に含める仮想マシンを 1 つ、プライマリ

VM から選択します。

ii. 右側のプルダウン メニューで、選択した仮想マシンに接続するプラットフォーム

ネットワークを 1 つ、DR プラットフォームから選択します。

iii. [次へ]をクリックします。
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h. [ディザスタリカバリの構成サマリ]ページで、DR の設定のサマリを確認します。

i. [完了]をクリックし、DR による保護を初期化して VM の詳細ページに戻ります。詳細

ページに、ディザスタリカバリが初期化中であることが示されます。

注: システムがデータ ボリュームのすべての内容をリモート サイトに転送する

間、この状態が長時間続くことがあります。

j. 初期化が完了すると、One View コンソールの VM 詳細ページにディザスタ リカバリがア

クティブであることが表示されます。

詳細については、 「による保護を有効化する」( Stratus One ViewコンソールとeverRunディ

ザスタリカバリユーザガイド) を参照してください。

DR サイトをテストする

以下の手順で DR サイトをテストします。

注:

1. このテストを実行するには、VM とそのアプリケーションを停止してから、ネット

ワークを再マッピングして DR サイトからの操作をテストする必要があります。

2. このテストの実行はオプションです。DR サイトが正しく機能することを確認したい

場合にのみテストを実行してください。

1. DR VM への計画的なマイグレーションのテストを行います。詳細については、 「DR VM への計

画的なマイグレーションを行う」( Stratus One ViewコンソールとeverRunディザスタリカバ

リユーザガイド) を参照してください。

a. Stratus One View コンソールのマストヘッドで、[仮想マシン]をクリックします。

b. [仮想マシン]ページで、マイグレーションするプライマリ VM をクリックします。

c. アクション バーで、[マイグレーションの開始]をクリックします。

d. マイグレーションが完了すると、"ディザスタリカバリが DR VM にマイグレーションし

ました" というメッセージが表示されます。

2. プライマリ VM にデータをマイグレーションして戻すテストを行います。詳細については、 「プ

ライマリ VM に現在のデータをマイグレーションして戻す」( Stratus One Viewコンソールと

everRunディザスタリカバリユーザガイド) を参照してください。
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DR サイトをテストする

a. Stratus One View コンソールのマストヘッドで、[仮想マシン]をクリックします。

b. [仮想マシン]ページで、プライマリ VM に対応する DR VM をクリックします。

c. アクション バーで、[マイグレーションの開始]をクリックします。

d. システムが DR VM のスナップショットを作成し、作成したスナップショットをプライマ

リ VM にコピーします。システムがデータのマイグレーションを完了すると、アクション

バーに [マイグレーションの完了]ボタンが表示されます。[マイグレーションの完了]を

クリックしてこの操作を完了させます。
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